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概要

ⰪⰪリブライズとは
　リブライズとは，「すべての本棚を図書館に」を

標榜し，2012 年 9 月 3 日にオープンした Web サ

ービスである （図 -1）．Web ブラウザと USB 接続の

バーコードリーダ，そして Facebook アカウントが

あれば，誰でも気軽に「図書館」を作ることができ

る．2014 年 1 月時点で，登録されている「図書館」

の数はおよそ 420．「蔵書」の総数は 14 万冊を超え

ている．実際に利用者として登録した人の数はおよ

そ 4,000 人となっている．

　今回は，リブライズが持つ「すべての本棚を図書

館に変える仕組み」について，利用者とのインタフ

ェースを中心に，内部でどのような実装がされてい

るかを述べる．また，リブライズ以外のサービスと

も連携する方法についても述べる．

ⰪⰪ特徴
　リブライズを最も印象付けているのは，Web サ

ービスでありながら，PC にバーコードリーダを接

続した上で利用するという操作インタフェースであ

ろう．そういう見た目だけでなく，操作体系がとて

もシンプルかつ容易であり，基本的には無償で利用

できることも特徴として挙げられる．

　サービスの内容を見てみると，オンラインで蔵書

を管理できるツールとしてだけでなく，実際に貸し

出しができる機能も備えている．オンラインでの

蔵書管理はブクログ 1）やメディアマーカー 2）など，

リブライズ以外にもいくつかのサービスがある．こ

れらはもちろん現在でも有用なツールだが，あくま

でも個人での利用が中心である．リブライズはそれ

に「貸し出し機能」をプラスすることにより，ブッ

クスポット（リブライズでは「図書館」になった場

所のことをこう呼んでいる）という，リアルに人が

行き交う場所でも使えることを示した．

ⰪⰪ利用者像
　「図書館」を支えるシステムは，その業務の複雑

さや専門性などを考えると，スイッチを入れてすぐ

に使えるものにはなりにくい．また，習得するため

に時間をかけることも必要となるだろう．

　しかし，リブライズのサービス利用者は図書館の

専門家ではなく，また，システムの専門家でもない．

つまり，システムを利用するにあたり，事前に必要

となる知識を「習得させる」ことに時間をかけるこ

とは不可能で，必要となる知識はできるだけ少ない

ほうがよい．さらに，サービス利用者の中でもブッ

クスポット運営者については，システムに専属的に

図 -1　リブライズサイトトップページ
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かかわるものではなく，あくまでも通常業務のかた

わらで操作をするため，素早い操作ができなければ

使うことはできない．

　これらは，システム側から考えれば制約条件であ

るが，リブライズではむしろ，この制約を乗り越え

ることを目標としている．

ⰪⰪインタフェース設計の考え方
　リブライズの利用者像が，システムに慣れない人

をサービス利用者として想定しているため，ユーザ

インタフェース設計は大きく分けて 2 つの方針に

基づいている．1 つ目は，できる限りサービス利用

者にキーボード，マウスでの操作を要求せず，バ

ーコードリーダのみで完結できるようにすること． 

2 つ目は，できる限り操作ステップを減らし，サー

ビス利用者が簡潔に目的を達成できるようにするこ

とである．この 2 つは相反することも多いが，適

宜バランスを調整しながらサービスを提供している．

　この方針を実現するため，一般的な Web アプリ

ケーションとは異なるインタフェースとなることが

ある（図 -2）．PC に慣れた人ほど戸惑う個所もあ

るようだ．

ⰪⰪシステム構成
　リブライズは Chrome, Safari, Firefox 等のモダン

ブラウザで動作する Web アプリケーションであ

り，Mac/Windows 等の OS がインストールされた

PC であれば動作する．サーバ側は Ruby on Rails を

使って実装されている．フロントエンドには nginx

を使い，アプリケーションサーバは unicorn，デ

ータベースは PostgreSQL に位置情報管理のため

PostGIS を組み込んで利用している．書籍やブック

スポット名の検索には Solr を使っている．キャッ

シュ処理などパフォーマンスを要求される部分は

rmemcached を使っている．また，素早いレスポ

ンスを返すことができない処理を Rails から切り離

して動作させられるよう，delayed_job というバッ

チ処理モジュールが組み込まれている．サーバの構

成についてはここでは詳細を述べないが，一般的な

クラウドサービス上に仮想マシンを配置している．

　バーコードの読み取りには USB または Bluetooth

接続のバーコードリーダを利用するが，これは PC

では「キーボード」の扱いになるため，読み込んだ

文字をブラウザ側でハンドリングすることだけ考え

ればよい．通常，ブラウザでの文字入力はフォーム

などの入力領域に対して行われるが，リブライズで

はキーの入力をトラップする形で文字をハンドリン

グしており，フォームの入力領域にフォーカスを合

わせなくても，文字を取り扱うことができる．これ

により，利用者はリブライズにアクセスし，ログイ

ンしている状態であれば，キーボードやマウスの操

作をすることなく，バーコードのスキャンが可能と

なる．iOS デバイスではキーボードの扱いが PC と

は異なるため，そのままでは動作しない．バーコー

ドを読み取り，Web ブラウザを介して送信するア

プリ 3）はあるが，取り扱いが少し難しい．

　ハードウェア的な制約として，バーコードリーダ

の構造がある．安価な CCD センサタイプのものが

最も適している．なぜならば，スマートフォンの液

晶に表示されたバーコードを読み取れるのが唯一こ

のタイプだからである．比較的高額なレーザタイプ

は，紙などに表示されたバーコードや遠くにあるバ

ーコードを高速に読み取ることができるが，液晶画

面を読み取ることができない．スキャンのスピー

ドよりもリブライズ側の処理に時間がかかるため，

CCD タイプのバーコードリーダでまったく問題は

ない．

操作

ⰪⰪログイン時の流れ
　ログインには Facebook ログインとブックスポッ

トカードログインの 2 種類の方法がある．

図 -2　バーコード読み取り表示部分（画面最下部）
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1.ⰪFacebook ログイン

　リブライズ（http://librize.com/ja）にアクセス

し，トップページにある「Facebook でログイン」

（図 -3）または右上の「ログイン」からログインする．

2.Ⱚブックスポットカードログイン

　http://librize.com/go にアクセスし，ブックスポ

ットカードに記載されている「場所コード」「認証

コード」をそれぞれスキャンしてログインする．詳

細は後述する．

ⰪⰪブックスポットの開設
　ブックスポットの開設方法は 2 つある．1 つは

Facebook を利用した方法，もう 1 つは「ブックス

ポットカード」と呼ばれる有料のカードを用いた方

法である．それぞれについて実際の操作を以下に述

べる．

Facebookを利用した開設

　まず，ログインした状態で http://librize.com/ja/

registration ページへアクセスする．ここで「ブッ

クスポットを作成」を選択すると，Facebook ペー

ジへのアクセス権認証があった後，図 -4 の画面が

表示される．

　複数の Facebook ページを持っている場合はいず

れかを選び，「ブックスポットを作成」をクリック

すると完了する．

ブックスポットカードを利用した開設

　ブックスポットカードを利用した開設は Face-

book を利用する場合よりもさらに簡単である．

　http://librize.com/go にアクセスすると図 -5 のよ

うなページが表示される．ここでブックスポットカ

ードの「場所コード」をスキャンし，続いて表示さ

れるページで「認証コード」をスキャンする．これ

で開設・ログインができる．その後は本の登録など

を進めればよい．

　ブックスポットカードを使ったブックスポットの

開設は，事前に「場所コード」と「認証コード」を

ペアにしたデータをシステム側で用意しておき，そ

れとマッチングさせ，該当する場合に新しくブック

スポットを開設する仕組みとなっている．

ⰪⰪ ISBNのない本の登録
　ISBN のない本も登録できるが，バーコードのつ

いた本の登録と比べると手続きが複雑になる．以下

に手順を示す．

図 -3　ログインボタン

図 -4　開設するブックスポットの選択画面

図 -5
ブ ッ ク ス ポ ッ
ト カ ー ド に よ
る ロ グ イ ン ペ
ージ
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　まず，ブックスポットが登録されている状態で，

管理画面から「本の登録」を選ぶ．

　次に，書影となる画像をアップロードし，最低限

タイトルをつけて公開する．公開の前に書籍シール

を割り当てると，貸し出しも可能となる．

ⰪⰪスマートフォンによる会員カード表示
　本の貸し出しには会員カードが必要だが，スマー

トフォンを会員カードにすることができる．仕組み

は単純で，リブライズのサイトにスマートフォンデ

バイス（現在のところ iPhone/Android）からアク

セスすると，そのデバイスを判断し，Facebook ロ

グインが必要となるページに遷移させる．ログイン

後，アカウントごとにユニークとなるコードを発行

し，それをバーコード化して表示させる．バーコー

ド以外にも利用者の貸し出し状況が表示され，これ

はブックスポット管理者から見ると，何冊本を借り

ているか，また，きちんと本を返しているかという

状況の確認につながり，貸し出しに関する不安を減

らすよう配慮されている．

　表示されているバーコードはブックスポット管理

者が寄贈・貸し出しの手続きに利用するためにスキ

ャンする．

ⰪⰪスキャン時の処理
　スキャンが行われた際にシステムが行っているこ

とを以下に述べる．

　図 -6 にあるように，まず，本や各種カード（ス

マートフォンで表示させた利用者カード等）をバー

コードリーダがスキャンすると，その入力内容が

Web ブラウザに送られる．Web ブラウザが受け付

けた入力内容は JavaScript を使ってフォームへの入

力と送信に変換され，サーバ側にある Rails アプリ

に送られる．Rails アプリ側ではその入力内容に応

じて，本の登録・貸し出し・返却といった処理を行う．

「自動」モードでは，初めてスキャンされた ISBN

があれば登録，それ以外は貸し出し準備，となる．

 　バーコードリーダのスキャンは，1 回の読み取り

で本や各種カードのいずれか 1 つしかできない．そ

のため，どの本を誰が借りたかという情報を紐付け

るため以下の処理を行っている．

　図 -7 にあるように，本をバーコードリーダで読

み込み，得られた入力内容（ISBN）をブラウザ画面

1 に送る．その内容はサーバに送られ，フォーム送

信の結果として得られるブラウザ画面 2 に含まれ

た状態で PC に返却される．PC 側ではさらに利用

者カードのスキャンを行い，ブラウザ画面 2 に送る．

ブラウザ画面 2 は ISBN を保持しているため，それ

を含めてサーバサイドに送信する．ISBN と利用者

カードの情報が揃ってサーバに送られることで貸し

出しなどの手続きが行われる．

　なお，バーコードがない本の取り扱いは別途述べ

バーコードリーダ Webブラウザ

本

各種カード
(利用者カード等)

Railsアプリ

本の登録 本の貸し出し 返却

図 -6　スキャン時のシステムフロー

本

バーコードリーダ

ISBN ブラウザ画面1 ブラウザ画面2

バーコードリーダ

利用者カード

本の貸し出し

図 -7　本の貸し出しフロー
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るが，バーコードがなくても ISBN があれば，その

数字をブラウザ画面に対して直接入力することで，

バーコードリーダによるスキャンの代わりとなる．

桁数は 13 桁，10 桁のいずれにも対応している．

　貸し出しだけでなく，寄贈や管理人の登録とい

った手続きにも同じフローが使われる．連続した

操作の場合はまた異なるフローとなる．このため，

ISBN と利用者カードの読み取りを単純に組み合わ

せるだけではなく，たとえば，貸し出しが行われた 

直後に本がスキャンされた場合は追加の貸し出しと

するなど，できるだけシンプルかつ違和感のない方

法で処理が行えるよう，きめ細かな処理を組み込ん

でいる．それでもまかなえない操作もいくつかある

が，その場合は「自動」「貸出・返却」「登録・寄贈」「管

理者登録」といったモードを用意し，それを選択し

た上で操作するようになっている．

ⰪⰪ APIⰪ─外部サービスとの連携
　リブライズには 2014 年 1 月現在，5 つの API が

用意されている．いずれも，リブライズ以外のサー

ビスと連携し，より使いやすくすることを主眼とし

ている．

1. ブックスポットをキーに，そこにある本の状況を

取得

2. メールを送ることで蔵書を登録する

3. ISBN や文字列をキーに，該当する本がどのブッ

クスポットにあるかを取得

4. 複数のブックスポットの蔵書情報を一括して登

録・更新する

5. 複数のブックスポットの情報を一括して取得

　1. は JavaScript で取り扱えるフォーマットである

JSON ないしブログソフトウェア WordPress 上で利

用できる形式で取得できる．得られるのは新着の蔵

書一覧である．前者はリブライズ Widgets プラグ

インとして https://github.com/librize/widgets で

公開されている．後者は WordPress プラグインと

して http://wordpress.org/plugins/librize/ で公開さ

れている．これにより，リブライズのサイトにアク

セスすることなく，自身のブログやサービスでブッ

クスポットの情報を表示することができる．

　2. は，ブックスポットごとに用意されているイン

タフェースである．ISBN のない本を，スマートフ

ォンで表紙の写真を撮り，メールの題名に本のタイ

トルを，本文に説明文を書いて送信することで登録

できるようにするものである．作成した当初はメー

ル送信によりそのまま公開されていたが，内容を一

度確認してから公開したいという希望があり，現在

は直接公開せず，いったん，「未公開の本」として

保存され，確認ののち明示的に「公開」するように

なっている（図 -8）．

　3. 4. 5. は外部のサービスとの連携を意図して用

意されている．一般向けには公開していない．今後，

一般向けに公開することを検討しているが，実現時

期や手段については未定である．それぞれの詳細を

以下に説明する．

　3. は外部サービスよりリブライズ側に問合せがあ

る都度，情報を返却するものである．図書館蔵書検

索サービスであるカーリルとの連携などで利用して

いる．

　4. は外部サービスからリブライズに一括して情報

を登録するためのものである．千葉県船橋市にある

NPO 法人情報ステーションが運営する民間図書館

の図書館・蔵書・貸し出し状況に関する情報を受け

入れることなどに利用している．

　5. はどういうブックスポットがリブライズに存在

するか，外部サービスがその一覧を取得するための

ものである．利用例として，カーリルがある．ブッ

図 -8 　ISBN のない本の登録画面
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クスポット管理者はこの API に自分のブックスポット

を含めるかどうかを選択することができ，希望しな

い場合は外部にその情報が提供されないようになっ

ている．

関連プロジェクト

ⰪⰪ ubn
　ubn4）は ISBN は持たないが広く頒布されてい

る「本」をオンラインで扱うことができるようにす

るサービスである．「本」と言っても，個人が作る

ZINE と呼ばれる小冊子，商品ラインナップを集め

たカタログ，マンガなどの同人誌，博物館で作られ

る資料など，多様である．これらの「本」は，書店

での流通を目的としていないため，ISBN・バーコ

ードを持たない．そのためオンライン上でデータを

得ることが難しい．ubn はこれらの「本」に独自

のコードを割り当て，バーコードも生成できるよう

にする．これだけであれば単なる独自のサービスで

あるが，リブライズでは ubn をサポートしている．

これにより，ISBN がないものも ubn さえあればオ

ンラインで取り扱える．

　ubn は有志で開発を行っている．メンバとして 

nomazon（http://nomazon.net/） ， リ ブ ラ イ ズ，

カーリルなどが参加している．サービスはまだα版

の状況で，正式なリリースは少し先になりそうだが，

サイトには現在でもアクセスできる．

ⰪⰪストリートライブラリ
　「ストリートライブラリ」とは，リブライズの独

自用語で，複数のブックスポットをまとめて表示・

検索できるページを指す．まとめられたブックスポ

ットは 1 つのページに表示することができ，キー

ワード検索も可能である．まとめ方の単位は特にな

いが，地理的に近いエリアをまとめたものや，コン

セプトが似ているものなどがある．NPO 法人情報

ステーションが管理している千葉県船橋市の民間

図書館をまとめたもの（http://librize.com/streets/

infosta）や，日本のコワーキングスペースをまと

めたもの（http://librize.com/streets/coworking-jp）

などがある．和歌山県新宮市でも同様の動きがある

（http://librize.com/streets/kuma）（図 -9）．

　実装としては単なるブックスポットのグルーピン

グであるが，検索や表示の単位となることもあり，

これを立脚点として，今，日本の各所で発生してい

る，まちそのものを図書館にするという動きを表現

するものとして使われることを期待している．

 各種サービスへのリンク
1） http://booklog.jp/
2）http://mediamarker.net/
3） 他社が BarcodeWeb というアプリを出している．
 h t t p s : / / i t u n e s . a p p l e . c o m / j p / a p p / b a r c o d e w e b /

id681084707?l=en&mt=8
4）http://ubn.me/

（2014 年 1 月 30 日受付）

■ 地藏真作　chsh@librize.com

　フリーランスのソフトウェアエンジニア．Web サービス，リブ
ライズ〜すべての本棚を図書館に〜の共同創業者．コンセプト型シ
ェアハウスのポータルサイト Colish の開発・運営にもかかわる．

図 -9　ストリートライブラリ「くまのみちくさ図書館」


